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文
学
７
講
義
資
料

手
塚
治
虫
作
品
『
ケ
ン
１
探
偵
長
』
に
見
る
言
語
表
現

は
じ
め
に

『
ケ
ン
１
探
偵
長
』
は
、
初
出
「
少
年
ク
ラ
ブ
」
〔
一
九
四
五
年
六
月
号
～
一
九
五
六
年
十
二
月
号
、
講
談
社
刊
〕
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
探
偵
」
物
は
、
「
少
年
探
偵
団
」
と
い
う
標
語
を
生
み
出
す
、
謂
わ
ば
、
数
々
の
謎
や
ト
リ
ッ
ク
を
解

明
し
な
が
ら
事
件
を
解
決
し
て
い
く
と
い
っ
た
少
年
探
偵
が
活
躍
す
る
推
理
漫
画
で
す
。
こ
の
漫
画
の
主
人
公
で
あ
る
「
ケ
ン

一
」
は
、
全
国
に
二
十
六
も
あ
る
少
年
秘
密
探
偵
結
社
の
探
偵
長
と
い
う
人
物
像
で
描
か
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
「
ケ
ン
一
」

少
年
が
手
塚
漫
画
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
な
か
で
、
次
々
と
後
の
作
品
に
登
場
す
る
探
偵
「
ヒ
ゲ
お
や
じ
」
こ
そ
が
彼
の
成
長
し

た
姿
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
ケ
ン
一
少
年
は
、
探
偵
長
と
し
て
世
界
（
イ
ン
ド
・
香
港
・
南
米
）
を
縦
横

無
尽
に
経
巡
り
な
が
ら
、
事
件
と
関
わ
っ
て
大
い
な
る
活
躍
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
彼
の
助
手
ド
ン
グ
リ
は
、
九
官
鳥
で
す
。
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漢
字
表
記
語
と
か
な
表
記
語
の
実
際

2

本
書
の
日
本
語
の
言
語
使
用
情
況
を
こ
こ
で
精
査
分
析
を
試
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

漢
字
、
カ
タ
カ
ナ
、
ひ
ら
が
な
、
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
、
算
用
数
字
、
文
字
符
号
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
私
た
ち
が
用
い
て
い
る
表
記
文
字
に
基
づ
く
作
品

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
こ
で
、
漢
語
と
和
語
と
を

表
す
漢
字
表
記
す
る
語
に
は
す
べ
て
ふ
り
が
な
が
付
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
逆
に
か
な
書
き
さ
れ
た
語
の
な
か
に
も
、
和

語
と
漢
語
が
見
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
も
漢
語
の

表
記
に
着
目
し
て
、
漢
字
表
記
語
と
か
な
表
記
語
と
で
記
載

さ
れ
た
文
言
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
語
彙

抽
出
作
業
を
進
め
て
い
く
上
で
、
“
エ
ク
セ
ル
”
を
用
い
て

入
力
作
業
行
っ
て
み
よ
う
と
考
え
ま
す
。
そ
の
結
果
を
こ
こ

に
こ
と
ば
の
一
覧
と
し
て
掲
載
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。

※
実
例
「
龍
卷
爆
彈
」
の
章
を
使
っ
て
分
析
し
て
み
ま
し
た
。

実
際
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
ば
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
が
、

こ
の
表
よ
り
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

た
と
え
ば
、
動
詞
の
語
は
漢
字
表
記
の
例
が
少
な
く
、

［
漢
語
］

語
83
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漢
字
表
記
語
［
延
べ
語
数

語
］

A

46

運
〔

頁

齣
〕
→
「
運
の
つ
き
」
。

う
ん

12

70

注

意
〔
６
⑦
〕
。
汽
車
〔
６
⑩
〕
。

ち
ゆ
う
い

き
し
や

淡

水

魚
〔

頁

齣
〕
。
検

察

庁
〔

頁

齣
〕
。
女

学

生
〔
６
頁

齣
〕
。
新

聞

社
〔

頁

齣
〕
。
放

射

能
〔
７
頁

齣
〕
。

た
ん
す
い
ぎ
よ

け
ん
さ
つ
ち
よ
う

じ
よ
が
く
せ
い

し
ん
ぶ
ん
し
や

ほ
う
し
や
の
う

11

53

12

46

14

11

62

19

熱

帯

魚
〔

頁

齣
〕
→
他
三
例
は
混
用
表
記
語
。

ね
つ
た
い
ぎ
よ

12

66

学
校
図
書
館
〔

頁

齣
〕
。
東
父
新
聞
社
〔
６
頁

齣
〕
→
「
東
武
新
聞
社
」
の
も
じ
り
。

が
つ
こ
う
と
し
よ
か
ん

と
う
ぶ
し
ん
ぶ
ん
し
や

10

46

15

か
な
表
記
語
［
延
べ
語
数

語
］

B

28

ご
ふ
く
や
の
で
っ
ち
【
呉
服
屋
の
丁
稚
】
〔
６
⑧
〕
。

ぼ
く
【
僕
】
。
れ
い
【
例
】
。
へ
ん
【
変
】
２
。

あ
ん
な
い
【
案
内
】（
古
く
は
「
あ
な
い
」
と
も
表
記
）

文
案
の
内
容
。
特
に
官
庁
の
先
例
・
内
規
を
書
き
写
し
た
文
書
。

事
情
。

内
情
。
今
昔
物
語
集(17)

「
僧
等
―
を
知
ら
ざ
る
に
依
り
て
」

取
次
を
乞
う
こ
と
。
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。
今
昔
物
語
集(4)

「
門
に
し
て

人
を
以
て
―
を
申
し
入
れ
む
が
為
に
伺
ひ
立
て
り
」
。「
―
を
請
う
」

そ
の
場
所
を
知
ら
な
い
人
な
ど
を
導
い
て
連
れ
て
歩
く
こ
と
。
ま
た
、

そ
の
人
。「
館
内
を
―
す
る
」「
水
先
―
」「
道
―
」

事
情
を
説
明
し
知
ら
せ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
知
ら
せ
。
通
知
。「
入
学
―
」「
―
書
」

事
情
を
知
っ
て
い
る
こ
と
。
「
す
で
に
御
―
の
通
り
」
。

い
じ
ょ
う
【
以
上
】

程
度
・
数
量
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
よ
り
多
い
、
ま
た
は
優
れ
て
い
る
こ
と
。
法
律
・
数
学
な
ど
で
は
、
基
準

の
数
量
を
含
み
そ
れ
よ
り
上
。「18

歳
―
」「
中
級
―
」「
予
想
―
の
で
き
」

こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
こ
と
。
今
ま
で
に
述
べ
た
こ
と
。「
―

で
報
告
を
終
わ
り
ま
す
」
。

手
紙
・
目
録
・
箇
条
書
な
ど
の
末
に
記
し
て
、
「
こ
れ
ま
で
で
終
わ
る
」
と
い
う
意
を
表
す
語
。
「
太
郎
・
次

4

郎
・
三
郎
、
―3

名
」

高
度
の
位
置
・
技
量
な
ど
に
達
す
る
こ
と
。
至
花
道
「
是
を
集
め
、
非
を
除
（
の
）
け
て
、
―
し
て
時
々
上
手
の

見
す
る
」

御
目
見
以
上
（
お
め
み
え
い
じ
ょ
う
）
の
略
。

（
接
続
助
詞
の
よ
う
に
）
…
か
ら
に
は
。
…
の
上
は
。
「
約
束
し
た
―
、
必

ず
実
行
い
た
し
ま
す
」
⇔
以
下

か
い
け
つ
【
解
決
】
問
題
や
も
つ
れ
た
事
件
な
ど
を
、
う
ま
く
処
理
す
る
こ
と
。
ま
た
、
事
件
が
片
づ
く
こ
と
。
「
問
題
を
―
す
る
」
「
紛

争
が
―
す
る
」
。

か
く
ご
【
覚
悟
】

〔
仏
〕
迷
い
を
去
り
、
道
理
を
さ
と
る
こ
と
。

知
る
こ
と
。
平
家
物
語(1)

「
郎
従
、
小
庭
に
祗
候
の
由
、
全
く

―
仕
ら
ず
」

記
憶
す
る
こ
と
。
暗
誦
す
る
こ
と
。
連
理
秘
抄
「
古
歌
を
よ
く
よ
く
―
す
べ
し
」
。

か
ん
た
ん
【
簡
単
】
こ
み
い
っ
て
い
な
い
こ
と
。
て
が
る
な
こ
と
。
て
み
じ
か
。
「
―
な
機
械
」
「
―
に
話
す
」
「
言
う
だ
け
な
ら
―
だ
」

「
―
に
は
あ
き
ら
め
な
い
」

心
に
待
ち
設
け
る
こ
と
。
心
が
ま
え
。
平
治
物
語
「
こ
れ
ら
は
も
と
よ
り
―
の
前
に
て
侍
れ
ば
、
あ
な
が
ち

お
ど
ろ
く
べ
き
に
て
は
候
は
ね
ど
も
」
。
「
苦
し
い
の
は
―
の
上
だ
」

あ
き
ら
め
る
こ
と
。
観
念
す
る
こ
と
。
狂
言
、
武
悪
「
と
て
も
の
が

れ
ぬ
と
こ
ろ
じ
や
。
―
せ
い
」
お
ど
ろ
く
べ
き
に
て
は
候
は
ね
ど
も
」
。「
苦
し
い
の
は
―
の
上
だ
」
。

か
ん
て
い
【
鑑
定
】

物
の
真
偽
・
良
否
な
ど
を
見
定
め
る
こ
と
。
め
き
き
。
「
筆
跡
―
」
「
真
贋
を
―
す
る
」

〔
法
〕
学
識
経
験
を

有
す
る
第
三
者
が
、
裁
判
官
の
判
断
能
力
を
補
助
す
る
た
め
、
専
門
的
見
地
か
ら
の
判
断
を
報
告
す
る
こ
と
。
。

ご
め
ん
【
御
免
】

免
許
の
尊
敬
語
。
お
か
み
の
お
ゆ
る
し
。
「
天
下
―
」

免
官
・
免
職
の
尊
敬
語
。
「
御
役
―
と
な
る
」
。

免
官
・

免
職
の
尊
敬
語
。
「
御
役
―
と
な
る
」

容
赦
・
赦
免
の
尊
敬
語
。
転
じ
て
、
謝
罪
・
訪
問
・
辞
去
な
ど
の
時
の
挨
拶
。

希
望
し
な
い
こ
と
。
い
や
な
こ
と
。
「
残
業
は
―
だ
」

こ
ん
ど
【
今
度
】
２

こ
の
た
び
。
今
回
。
史
記
抄
「
―
の
功
を
賞
せ
ら
る
る
ぞ
」
。
「
―
の
事
件
」

こ
の
次
。
「
―
行
き
ま
す
」
「
ま

た
―
ね
」
。
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じ
け
ん
【
事
件
】

事
柄
。
事
項
。

（
意
外
な
）
で
き
ご
と
。
も
め
ご
と
。
「
世
間
を
騒
が
す
―
」

訴
訟
事
件
の
略
。
裁
判
所
に
訴

え
ら
れ
て
い
る
事
柄
。
「
刑
事
―
」
。

じ
っ
け
ん
【
実
験
】

［
顔
氏
家
訓(

帰
心)

］
実
際
の
経
験
。

（experim
ent

）
理
論
や
仮
説
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
人
為
的
に
一
定

の
条
件
を
設
定
し
て
た
め
し
、
確
か
め
て
み
る
こ
と
。
「
―
し
て
確
か
め
る
」
。

じ
ゃ
ま
【
邪
魔
】

〔
仏
〕
仏
道
修
行
を
さ
ま
た
げ
る
よ
こ
し
ま
な
悪
魔
。

さ
ま
た
げ
。
障
害
。
「
―
が
入
る
」
「
勉
強
を
―
す
る
」

（
「
お
―
（
を
）
す
る
」
の
形
で
）
他
家
を
訪
問
す
る
こ
と
。
。

し
ゅ
る
い
【
種
類
】
い
く
つ
か
の
個
体
に
共
通
の
性
質
に
よ
っ
て
分
類
し
ま
と
め
た
も
の
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
し
て
総
体
を
分
類
し

た
と
き
に
生
ず
る
ま
と
ま
り
。
「
花
の
―
」
。

そ
う
と
う
【
相
当
】

程
度
や
地
位
な
ど
が
、
そ
の
も
の
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
、
つ
り
あ
う
こ
と
、
あ
て
は
ま
る
こ
と
。
「
国
賓
―
の
待

遇
」
「
死
に
―
す
る
罪
」
「
そ
れ
―
の
お
礼
」
。

（
副
詞
的
に
も
用
い
る
）
普
通
を
超
え
て
い
る
さ
ま
。
か
な
り
な
程
度
で
あ
る
さ
ま
。
「
―

な
自
信
家
」
「
―
ひ
ど
い
傷
」

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
【
大
丈
夫
】

（
ダ
イ
ジ
ョ
ウ
フ
と
も
）
立
派
な
男
子
。
寂
室
録
「
参
禅
は
実
に
―
の
こ
と
に
し
て
」

し
っ
か
り
し

て
い
る
さ
ま
。
ご
く
堅
固
な
さ
ま
。
あ
ぶ
な
げ
の
な
い
さ
ま
。
浮
世
床(

初)

「
息
子
も
よ
く
か
せ
い
で
利
口
者
だ
か
ら
身
上
は
―
だ
」
。
「
強

い
地
震
に
も
―
な
建
物
」

間
違
い
な
く
。
た
し
か
に
。
「
―
、
勘
定
は
払
う
よ
」
。

だ
い
ぶ
【
大
分
】〔
名
〕
〔
副
〕
か
な
り
の
程
度
。
だ
い
ぶ
ん
。
「
―
う
ま
く
な
っ
た
」
「
―
以
前
の
こ
と
だ
」
。

だ
ん
だ
ん
【
段
々
】

〔
名
〕

だ
ん
。
多
く
の
段
を
き
ざ
ん
だ
も
の
。
階
段
。「
石
の
―
」

次
第
。
箇
条
箇
条
。
か
ど
か
ど
。
狂
言
、

鴈
雁
金
「
只
今
の
―
申
上
げ
た
れ
ば
」

多
く
の
き
ざ
み
が
つ
い
た
さ
ま
。
ま
た
、
き
れ
ぎ
れ
。
栂
尾
明
恵
上
人
伝
記(

上)

「
身
肉
―
に
切

ら
れ
て
散
在
せ
り
」

か
ず
か
ず
。
い
ろ
い
ろ
。
浄
瑠
璃
、
堀
川
波
鼓
「
是
に
は
言
訳
―
あ
り
」

〔
副
〕
順
を
お
っ
て
。
し
だ
い
し
だ
い

6

に
。
浄
瑠
璃
、
丹
波
与
作
待
夜
の
小
室
節
「
与
作
殿
は
―
に
奏
者
役
番
頭
千
三
百
石
ま
で
お
取
立
」
。
「
―
と
明
る
く
な
る
」
「
―
出
来
る
よ

う
に
な
る
」

〔
感
〕
（
京
都
の
遊
里
語
か
ら
）
あ
り
が
と
う
。
。

で
っ
ち
【
丁
稚
】（
デ
シ
（
弟
子
）
の
転
。
一
説
に
、
双
六
の
重
一
（
で
っ
ち
）
か
ら
と
も
い
う
）

職
人
ま
た
は
商
人
の
家
に
年
季
奉

公
を
す
る
年
少
者
。
雑
役
に
従
事
し
た
。
日
本
永
代
蔵(1)

「
惣
領
残
し
て
、
す
ゑ
ず
ゑ
を
―
奉
公
に
つ
か
は
し
お
き
」

年
少
者
を
卑
し

め
て
い
う
語
。
浄
瑠
璃
、
嫗
山
姥
（
こ
も
ち
や
ま
う
ば
）
「
や
あ
ら
―
め
が
味
を
や
る
よ
」
。

ば
く
だ
ん
【
爆
彈
】

爆
薬
を
装
塡
し
、
こ
れ
を
爆
発
さ
せ
て
殺
傷
・
破
壊
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
兵
器
。
爆
丸
。
爆
裂
弾
。
「
―
を

投
下
す
る
」

第
二
次
大
戦
後
出
ま
わ
っ
た
粗
悪
な
密
造
焼
酎
。

米
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
を
加
熱
加
圧
し
て
破
裂
さ
せ
た
食
品
。
爆
弾

あ
ら
れ
。

周
囲
を
混
乱
に
陥
れ
る
突
然
で
思
い
が
け
な
い
も
の
の
た
と
え
。
「
―
質
問
」

は
れ
つ
【
破
裂
】

勢
い
よ
く
や
ぶ
れ
さ
け
る
こ
と
。
さ
け
く
だ
け
る
こ
と
。
今
昔
物
語
集(1)

「
提
婆
達
多
は
大
地
―
し
て
地
獄
に
堕

ぬ
」
。
「
水
道
管
が
―
す
る
」
。

相
談
が
ま
と
ま
ら
な
い
こ
と
。
談
判
が
成
り
立
た
な
い
こ
と
。
決
裂
。
森
鷗
外
、
雁
「
根
本
的
に
談
判
が

―
し
な
い
に
も
限
ら
ぬ
」

ゆ
う
れ
い
【
幽
霊
】

死
ん
だ
人
の
魂
。
亡
魂
。
太
平
記(11)

「
其
の
亡
魂
―
尚
も
此
の
地
に
留
つ
て
」
。

死
者
が
成
仏
し
得
な
い
で
、

こ
の
世
に
姿
を
現
し
た
も
の
。
亡
者
（
も
う
じ
ゃ
）
。

比
喩
的
に
、
実
際
に
は
無
い
の
に
あ
る
よ
う
に
見
せ
か
け
た
も
の
。
「
―
会
員
」

〔
『
広
辞
苑
』
第
六
版
〕

カ
ナ
表
記
語
［
延
べ
語
数
０
語
］

C

混
用
表
記
語
〔
９
語
〕

D
龍
巻
爆
彈
〔
５
題
〕
。

た
つ
ま
き
ば
く
だ
ん
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ね
っ
た
い
魚
〔
７
頁

齣
〕
。

ぎ
よ

20

［
和
語
］

語
（

語
＝
名
詞

語
、
動
詞

語
、
形
容
詞

語
、
副
詞

語
他
／
助
辞

語
）

576

300

77

96

26

16

276

漢
字
表
記
語
（

語
）

A

32

雨
〔
５
頁
３
齣
〕
。

魚

〔
７
頁

齣
〕
。
水
〔
８
頁

齣
〕
。

あ
め

さ
か
な

み
ず

18

30

手
紙
〔
７
頁

齣
〕
。

て
が
み

17

久
津
井
〔
５
頁
６
齣
〕
…
こ
の
駅
名
は
実
在
し
な
い
。
但
し
但
馬
に
「
久
津
井
港
」
と
い
う
地
名
が
あ
る
。

く

づ

い

劍
尾
島
〔

頁

齣
〕
手
書
き
文
字
表
記
…
架
空
の
島
歟
。

11

53

か
な
表
記
語
（

語
）

B

231

え
も
の
【
獲
物
】
【
９
頁

齣
】

漁
猟
で
と
っ
た
鳥
獣
・
魚
な
ど
。
ま
た
、
動
物
な
ど
が
食
物
と
し
て
と
る
鳥
獣
虫
魚
。
〈
類
聚
名
義

37

抄
〉
。
「
―
を
ね
ら
う
」

う
ば
い
と
っ
た
物
。
取
得
物
。
。

あ
い
こ
と
ば
【
合
言
葉
】
〔
６
⑫
〕

お
互
い
が
仲
間
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
前
も
っ
て
問
と
答
と
を
打
ち
合
わ
せ
て
お
く

合
図
の
言
葉
。「
山
」
と
言
え
ば
「
川
」
と
答
え
る
な
ど
。

仲
間
同
士
の
主
張
を
端
的
に
表
す
標
語
。
モ
ッ
ト
ー
。「
博
愛
を
―
と
す
る
」
。

カ
ナ
表
記
語
（

語
）

C

26

サ
カ
ナ
【
魚
】
〔
５
頁
３
齣
〕
…
こ
の
一
例
は
手
書
き
文
字
。

8

混
用
表
記
語
（

語
）

D

11

ハ
チ
の
巣
【
蜂
の
巣
】
〔
８
㉔
〕

蜂
が
幼
虫
を
育
て
、
ま
た
時
に
は
花
の
蜜
を
貯
蔵
す
る
た
め
に
造
る
巣
。
ふ
つ
う
に
は
ミ
ツ
バ
チ

の
よ
う
に
腹
部
か
ら
分
泌
す
る
蠟
物
質
や
、
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
の
よ
う
に
木
部
な
ど
を
嚙
ん
で
唾
液
と
ま
ぜ
た
パ
ル
プ
を
原
料
と
し
て
造
る
、

多
数
の
六
角
柱
状
の
室
（
巣
房
）
か
ら
成
る
も
の
を
指
す
。

春

〔
機
〕
工
具
の
一
種
。
鋳
鉄
製
の
台
で
、
三
角
・
四
角
・
丸
な
ど
、
種

々
の
孔
を
あ
け
て
あ
り
、
鍛
造
の
際
こ
の
孔
を
用
い
て
加
工
を
行
う
も
の
。
。

大
さ
わ
ぎ
【
８
頁

齣
】
。
大
あ
た
り
【

頁

齣
】
。

24

12

63

［
外
来
語
］
７
語

ス
ゥ
オ
ー
ド
・
テ
イ
ル
【
劍
尾
魚
】
〔

頁

齣
〕

11

53

※
『
仏
和
海
洋
辞
典
』x

i
p
h
o
p
h
o
r
e
:

n
.
m
.
[

魚]

ソ
ー
ド
テ
ー

ル
、
剣
尾
魚[

メ
キ
シ
コ
湾
原
産;

観
賞
用
淡
水
魚]

.

手
塚
作
品
に
『
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ズ
』
と
い
う
作
品
が
あ
る
。

こ
の
主
人
公
で
あ
る
エ
ミ
ヤ
（
プ
ラ
イ
ム
・
ロ
ー
ズ
）
が
剣
の
試

合
に
出
場
す
る
。
こ
の
試
合
を
作
品
中
で
は
「
ス
ウ
ォ
ー
ド
・
プ

レ
イ
」
と
呼
称
し
て
い
る
。
こ
の
外
来
語
で
あ
る
「
ス
ウ
ォ
ー
ド
」

の
言
語
は
、
ソ
ー
ド
（s

w
o
r
d

、
剣
）
、
シ
ー
ル
ド
（s

h
i
e
l
d

、
た

て
）
ア
ー
マ
ー
（a

r
m
o
r

、
よ
ろ
い
）
と
言
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
騎
士
の

ス
タ
イ
ル
を
以
て
す
れ
ば
、
「
ス
ウ
ォ
ー
ド
」
は
「s

w
o
r
d

」
と
言
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う
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
日
本
刀
は
、
「

s
a
m
u
r
a
i

s
w
o
r
d

（
サ
ム
ラ
ァ
イ
・
ス
ゥ
オ
ー
ド
）
」
と
呼
称
し
て
い
る
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
〔

頁

行
〕
。
ラ
ジ
ウ
ム
〔

頁

・

・

齣
、

頁

齣
〕
。
ニ
ュ
ー
ス
〔

頁

齣
〕
。

10

43

11

57

58

59

12

66

12

63

ガ
ン
ダ
ー
ラ
【G

a
n
d
h

r
a

・
健
駄
羅
】
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
部
、
ペ
シ
ャ
ー
ワ
ル
地
方
の
古
名
。
紀
元
前
後
よ
り
数
世
紀
間

に
わ
た
っ
て
、
こ
の
地
を
中
心
に
ギ
リ
シ
ア
美
術
の
影
響
を
受
け
た
仏
教
芸
術
が
発
達
。
ケ
ン
ダ
ラ
。
乾
陀
羅
。
〔
『
広
辞

苑
』
第
六
版
〕
〔

頁

齣
〕

16

33

ヒ
ン
ズ
ー
語
「
ア
ボ
ダ
ラ
ク
プ
ク
ト
カ
ン
ヤ
ン
」

［
混
用
語
］
［
延
べ
語
数

語
］

28

タ
ツ
マ
キ
爆
彈
〔
５
③
新
聞
手
書
き
〕
。
「
ニ
キ
ビ
環
礁
」
〔
５
③
新
聞
手
書
き
〕
。
名
産
か
み
な
り
お
こ
し
〔
５
④
看
板
手

書
き
〕
。
い
な
か
べ
ん
【
田
舎
弁
】
〔
６
⑧
〕
。

語
彙
の
蒐
集

北
京
原
人

ペ
キ
ン
げ
ん
じ
ん

10

○
い
ま
か
ら
三
十
年
ほ
ど
ま
え
、
中

国
北
京
の
ち
か
く
の
周

口

店
と
い
う
村
で
ほ
り
だ
さ
れ
た
原
始
人
の
ず
が
い
骨
の

ち
ゆ
う
ご
く
ぺ
き
ん

シ
ユ
ー
コ
ウ
ー
テ
ン

む
ら

げ
ん
し
じ
ん

ず

が

い

こ

つ

化
石
だ
よ
。
日
本
人
や
中

国

人
の
祖
先
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
…
…
学

術

上

貴

重
な
発

見
だ
と
よ
。
そ
の
化
石
が
戦

争

か
せ
き

に
ほ
ん
じ
ん

ち
ゆ
う
ご
く
じ
ん

そ
せ
ん

が
く
じ
ゆ
つ
じ
よ
う
き
ち
よ
う

は
つ
け
ん

か
せ
き

せ
ん
そ
う

ち
ゅ
う
日
本
軍
の
手
で
い
じ
く
り
ま
わ
さ
れ
終

戦
と
ど
う
じ
に
ゆ
く
え
ふ
め
い
に
な
っ
た
。
世
界
じ
ゅ
う
の
学

者
た
ち
は

に
ほ
ん
ぐ
ん

て

し
ゆ
う
せ
ん

せ

か

い

が
く
し
や

血
ま
な
こ
だ
。
ア
メ
リ
カ
の
ク
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財

団
で
は
こ
の
化
石
を
さ
が
し
だ
し
た
も
の
に
ば
く
だ
い
な
賞

金
を
か
け

ち

ま

な

こ

ざ
い
だ
ん

か
せ
き

し
よ
う
き
ん

て
い
る
ん
だ
。〈
〉
そ
の
化
石
は
蒙
古
の
お
く
に
あ
る
。
終

戦
と
同
時
に
日
本
軍
の
あ
る
将

校
が
、
蒙
古
の
お
く
に
う
め
た
。

か
せ
き

も
う
こ

し
ゆ
う
せ
ん

ど
う
じ

に
ほ
ん
ぐ
ん

し
よ
う
こ
う

も
う
こ

し
か
も
そ
の
あ
り
か
を
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
、
じ
ぶ
ん
の
む
す
こ
の
あ
た
ま
へ
い
れ
ず
み
で
き
ざ
み
こ
ん
だ
そ
う
だ
。
〔

頁
133

齣
～

齣
〕

36

43

年
貢
の
お
さ
め
時

ね
ん
ぐ

ど
き

○
年
貢
の
お
さ
め
時
と
思
っ
た
と
た
ん
暗

号
の
か
ぎ

ね
ん
ぐ

ど
き

お
も

あ
ん
ご
う

を
み
つ
け
た
ん
だ
か
ら
な
〔

頁

齣
〕

226

48


